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秋田大学 明石 英雄助教の伊徳地域振興財団の助成金採択に関しまして 
 
プレシジョン・システム・サイエンス株式会社（以下 PSS、本社：千葉県松戸市）及びエヌピー

エス株式会社（以下 NPS、本社：秋田県大館市）が、2020 年度より共同研究を行っております秋田
大学大学院医学系研究科形態解析学・器官構造学講座 明石 英雄助教の研究テーマ「PCR を用いた
新たな癌診断方法の開発－秋田発の独自技術によりアフターコロナ時代の PCR 装置の活用を目指
す－」が伊徳地域振興財団の助成金に採択されました。 
http://www.med.akita-u.ac.jp/topics/20220415.html 
 
公益財団法人伊徳地域振興財団は 2017 年度に創設され、地域の産業振興、人口減少・少子高齢化の
課題克服、特色のある事業育成など、地域の抱える課題を克服し、地域を元気にするような提案を
全国の大学や研究機関から募集し、選考・審査の上で助成を行う活動を続けられています。 
 
明石助教は、PCR を用いた従来の千倍以上の感度を有するヒトゲノム DNA 検出法（秋田大学取得
特許）をコア技術とし、秋田大学大学院医学系研究科腎泌尿器科学講座、PSS/NPS との共同研究に
より、がん診断の実用化に向けた実証研究を行うとともに、秋田県立大学等とも連携して詳細な遺
伝子配列解析を行い、秋田発のがん診断方法の開発を目指されています。本研究の成果は、コロナ
禍により医療・保健現場に整備された PCR 検査体制をがん診断に活用し、通院回数を減らして患
者・地域医療現場の双方の負担軽減に繋がることが期待できます。 
 
なお、本件に伴う PSS 当期業績に関する影響は軽微です。                
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